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キーワード ― コロナ対策，問題解決，試行錯誤，読譜 
 
Abstract — Due to the spread of COVID-19, we had to create classes adapted to 
preventing infection of the virus. It was a difficult task especially in music classes that 
need usually singing or playing wind instruments such as alto recorders. Keeping social 
distancing was also a problem to music classes. To cope with this situation, instead of 
singing or playing music instruments, I have tried to raise student’s ability to write and 
reading music scores. I tried to verify the hypothesis that skills of reading music scores 
effectively lead to deeper understanding and empathy to music based on questionnaires 
made before and after the learning. 
Key words — COVID-19 infection controlling measures, problem solving, trial and 
error, score reading 
 




























































































































































































図４ 本日の「学び時計」を毎時間掲示(これは 1 時間目) 

















































































































































































































































































鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 52, March 1, 2021 
106 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感想 4《音楽の授業の感想より》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感想３，４からもわかるように，全体的には
「音楽が好きになった」生徒が増えた理由とし
て，「楽譜が読めるようになり，おもしろくな
った」ことを何名か挙げている。「楽譜を読め
るようになることで，作曲者からのメッセージ
を受け取り，深く背景を探るようになった。」
と書いていた生徒が何名かいた。授業では，合
唱では楽譜から音程を読み取ることはもちろ
ん，リズムや拍子，またその変化によって歌い
方や表現方法をどう変え，抑揚を付けていくか
考えさせた。『ブルタバ（モルダウ）』の鑑賞で
は，音符の長さや強弱記号の他に拍子やリズム，
使われている音符の特徴や調を読み取り（知
覚），テーマに合うようどう工夫されているか
を考え，それぞれの曲想の違いや変化を感じら
れる（感受）ようになったと推測する。 
楽譜を読み取る授業を重ねていくうちに，
「なぜこういう音符が使われているのだろ
う？」「なぜこの拍子が使われているのだろ
う？」「なぜここから調が変化したのだろう？」
などという疑問から考えを深め，その結果「作
曲者や背景について興味を持った」ことも挙げ
られている。しかし，楽譜が読めるからすぐ楽
しくなるわけではない。それをどう音楽への理
解に深めていくか，教える側の「仕掛け」が必
要である。 
 生徒のアンケートより，楽譜が読めることが
より音楽が「楽しく」なったことにつながって
いることはわかった。しかし，それ以外にも楽
しかったこととして挙がっているのは，「鳥取
大学教授の西岡千秋先生に，全クラスの歌唱指
導をしていただき，歌や歌詞のイメージがより
ふくらんだ」→つまり，専門の先生に直接指導
していただくことで「発見があり」，より音楽
が好きになったことにつながっていた。また，
鑑賞の授業でモーツァルトのレクイエム「涙の
日」の学習で，『アマデウス』を抜粋して鑑賞
し，作曲する様子を見たり，時代背景を見たり
することも珍しく，楽しかったようだ。 
 つまり，「楽譜が読めるようになること」が
単純に「音楽を好きになること」ではなく，あ
くまでも「好きになる，興味を持つためのツー
ル」であることがわかった。我々に求められる
のは，「いかにたくさんの素材を与え」，「その
素材を自分で加工し，楽しみを追求する力」（＝
やりくりの力）を育てることではなかろうかと
考えている。 
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